
MEDICAL

More control, 
less stress.



More control, less stress.

Evolution ステントのナイチノール
ワイヤを編み込んだ構造は適度な
ラジアルフォースと柔軟性を提供し
ます。

Image courtesy of Prof. Horst Neuhaus, 
Evangelisches Krankenhaus Medizinische Klinik, 
Düsseldorf

留置直後のステント位置



Evolutionary Stent
患者に安定した治療を柔軟に行うために、ステントは重要な役割を担います。

両端のフランジ構造により
ステント移 動（ マイグレー
ション）のリスクを軽減

Image courtesy of Dr. Mario Traina, 
IsMeTT, Palermo, Italy

視認性の高い黄色の内視鏡／透視用
マーカにより容易にステントの近位
端を確認できるため、正確な位置決
めの実現をサポート

制御力の高いリリース - トリガ
を引くたびに等量分のステン
トを展開または再収納

Flexor デリバリーシステムはキンク
を低減すると同時に、複雑な解剖
学的構造でも優れたプッシャビリ
ティを発揮

ステントの近位端のコイル構造は
シースの柔軟性へ貢献



Evolutionary Control
使いやすく、制御力の高いリリースシステムにより、等量分の展開と再収納を安定して行うことができます。 
このメカニズムにより、ステントのジャンプを最小限に抑え、ステントを正確な位置に留置できます。

ステント収納ができなくなる
ポイントを知らせる復帰限界
点マーク

ステントをハンドルにしっかりと固定す
るセーフティワイヤがステントの再収
納性を実現

ステントの展開と再収納を簡単
に切り替える方向ボタン



ステント留置前の狭窄部

留置直後のステント位置 留置 2 週間後のステント位置

Images courtesy of Dr. Douglas A. Howell 
Maine Medical Center, Portland, Maine 

Evolutionary Security
Evolution Controlled-Release ステントは優れた制御力と操作性により、留置後のリスクを軽減し
ながら胃十二指腸壁に圧着します。これにより、悪性狭窄にも、悪性腫瘍による胃流出路閉塞にも、
胃十二指腸の自然なカーブに適合した留置を実現します。
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販売名：COOK Evolution 十二指腸用ステントシステム 承認番号：22600BZX00375000 

Product Specifications
本品は悪性腫瘍による胃・十二指腸の閉塞および狭窄に対する、姑息的治療に使用します。
滅菌済み、単回使用のディスポーザブル製品です。

グローバル 
製品番号 カタログ番号

ステント 
本体径  

mm

ステント 
フランジ径  

mm
ステント長 

cm

デリバリー 
システム  

Fr

デリバリー 
システム 
有効長  

cm

G48025 EVO-22-27-6-D 22 27 6 10 230

G48026 EVO-22-27-9-D 22 27 9 10 230

G48027 EVO-22-27-12-D 22 27 12 10 230


